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【テーマ①：アクティブラーニングによる看護学教育方法に関する研究】
看護学教育にアクティブラーニングとしての協同学習を導入し、その効果について検証する。ペ
ア・グループを活用したコミュニケーションを基盤とした学びあいをする上で必要となる学生の特性
や心理的準備状況と、グループワークに関するネガティブな経験が、学生のペア・グループでの学
びに影響していると考え、それらの関連性について明らかにする。それらの結果をもとにより効果的
なグループ活動の方法やグループ活動によって習得できる態度やスキルを明らかにする。また、看
護職としてチームやペアで仕事をするときに、それらのスキルの及ぼす影響と、スキルや態度を身
に着けることで、チーム医療での協働の促進についても明らかにする。

【テーマ②：感染予防・特に手洗いの普及に向けた研究〕
中学高校大学生の感染予防に関する意識や行動の実態を調査し、感染予防教育の具体的な内
容を検討する。コロナ禍において、これまで以上に生活の中での感染予防行動が重要になっている。
今後、調査結果をもとに、若者にどのように効果的な感染予防行動を普及するか、特に確実な手洗
いの実施を目指し健康教育を行う。

研究概要

①チームで仕事をする上で必要不可欠なペア・グループを活用した教育・指導、およびそこで習得で
きる態度やコミュニケーションスキルなどの能力の習得支援。企業・病院などでの現任教育において
協働連携しながら、人育て支援ができる。また、教えることの基本や、評価を生かした活動についてア
ドバイスできる。
②教育機関や企業、地域における感染予防に関する知識・技術の普及、啓蒙、および正しい手洗い
の可視化による、手洗い方法の演習などが実施できる。感染予防は、医学や公衆衛生の基本であり、
古くて新しい課題であるため、継続的で地道な活動が必要である。

産学連携の可能性（アピールポイント）

①看護協会主催 実習指導者講習会講師（看護教育方法、教育評価、看護過程など）
②病院における看護研究に関する全般的な支援
③感染予防（手洗い）に関する公開講座・演習 講師
④吃音に関する講演会・学習会開催、吃音セルフヘルプグループでの活動
⑤健康医科学協会主催 長崎スモールセミナー開催
⑥e-エクササイズ（株） アドバイザー

外部との連携実績等
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